
気候変動や森林破壊、新興国・途上国の人口増加や経済成

長などに伴い、世界的な水不足リスクが拡大しています。企業

にとっても、水不足はビジネス継続に影響を及ぼしかねないリ

スクであり、水の使用量削減や再利用が重要な課題となって

います。

富士通グループでは、とりわけ半導体やプリント基板の製造

において水を大量に使用することから、特にそれらの水使用量

の削減が必要と考えています。これまでにも各工場において、

節水はもとより純水リサイクルや雨水利用をはじめとする水の

循環利用・再利用に継続的に取り組んできました。第8期環境

行動計画では、水資源の有効利用に関する取り組みをこれま

で以上に強化しています。

富士通グループのアプローチ

第8期環境行動計画の目標である水使用量の削減は、13.9
万m3であり、2016年度目標の1万m3削減を大幅に上回りま

した。

2016年度の水使用量は1,687万m3（売上高当たりの原単

位：374.1m3/億円）となり、増産などの影響もあり2015年比

では2.1％増加となりましたが、各事業所や工場で様々な水

資源の有効利用の取り組みを実施した結果、水使用量に対す

る循環水量の割合は44.6％と、2015年度と比べて6.9％増に

なりました。

水使用量は2013年度比13.9万m3削減
2016年度の実績・成果

2016年度の実績サマリー

2016年度
目標

2016年度
実績

第8期環境
行動計画の
目標
（2018年度末まで）

水使用量1万m3 削減

0.1％ 減（2013年度比）

水使用量13.9万m3 削減

1.1％ 減（2013年度比）

水使用量を累計で1％ 削減する。

（ 12.8万m3）

富士通コンポーネント株式会社では、タッチパネル製造ラ

インにおいて、スクライブ工程の洗浄廃水の再利用に取り組

みました。これまで、洗浄用に使用した純水はすべて廃水に

なっていましたが、今回、富士通ファシリティーズ株式会社と

協同し、洗浄廃水槽の定期的清掃、回収配管施工や純水品質

の向上など様々な取り組みを実施しました。その結果、約18％

を回収水として利用することに成功し、年間で12,000m3の水

道使用量を削減することができました。

2016年度の主な活動報告

工場内廃水を回収水に転換利用

タッチパネルスクライブ工程における洗浄廃水の再利用による水使用削減活動
（富士通コンポーネント技術開発センター）

水使用量および循環水量の推移
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